
20 19

を
応
援
し
、
地
域
の
新
し
い
担
い
手
を

創
り
だ
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て

「
ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度 
4
名
が
起
業
！

　

2
0
1
5
年
7
月
５
日
に
、
西
部
地

区
の
新
し
い
徳
島
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・

オ
フ
ィ
ス
で
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
。
手
作
り
の
布
小
物
を

細
々
と
販
売
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

今
や
多
く
の
フ
ァ
ン
が
全
国
で
買
い
求

め
る
ま
で
に
な
っ
た
石
見
銀
山
の
群
言

堂
の
松
葉
さ
ん
の
講
演
、
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
役
の
脇
町
ふ

な
と
と
の
店
主
田
村
さ
ん
、
池
田
で
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
す
る
西
崎
さ
ん

ら
が
、
ま
ち
し
ご
と
の
担
い
手
へ
の
思

い
を
語
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

3
回
の
オ
デ
オ
ン
座
で
の
研
究
室
に

は
毎
回
30
～
40
名
が
プ
ラ
ン
づ
く
り
に

参
加
し
、
ま
ち
し
ご
と
を
実
際
に
立
ち

上
げ
す
る
1
泊
2
回
、
2
泊
1
回
の
合

宿
に
は
6
名
が
参
加
、
実
際
に
2
名
が

﹁
ま
ち
し
ご
と
﹂と
は

　

2
0
1
4
年
12
月
16
日
、
徳
島
大
学

は
徳
島
新
聞
社
と
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
“
し
あ
わ
せ
こ
こ
に
”
な
ど
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
新
聞
社

か
ら
大
学
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
に
関

わ
り
た
い
と
い
う
申
し
出
が
始
ま
り
で

す
。

　

話
し
合
い
の
後
、
若
い
世
代
が
取
り

組
む
「
し
ご
と
」
を
創
ろ
う
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ま
ち
し
ご
と
」
。

「
ま
ち
・
し
ご
と
」
で
は
な
く
「
ま
ち

し
ご
と
」
で
す
。
徳
島
で
は
、
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
し
ご
と
を
始
め
て

い
る
若
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
空
き
家
な
ど

を
活
用
し
た
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

し
か
も
、
ま
ち
と
の
つ
な
が
り
や
信
頼

を
柱
に
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
要
で
す
。

つ
ま
り
、
「
ま
ち
」
×
「
ビ
ジ
ネ
ス
」

が
「
ま
ち
し
ご
と
」
で
す
。
地
域
の
中

で
し
ご
と
を
創
り
だ
し
、
地
域
を
少
し

ず
つ
変
え
て
い
く
。
そ
ん
な
取
り
組
み

起
業
、
2
名
が
起
業
準
備
中
で
す
。
こ

の
様
子
は
徳
島
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ

れ
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
度 

3
地
域
で
開
催

　

2
年
目
に
は
徳
島
県
信
用
保
証
協
会

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
り
組
み
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
ち
し
ご
と

の
起
業
を
支
援
す
る
取
り
組
み
も
、
三

好
市
、
佐
那
河
内
村
、
小
松
島
市
の
3

箇
所
に
拡
大
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
地
域

の
資
源
を
活
か
し
、
空
き
家
や
空
き
店

舗
の
活
用
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

た
め
の
起
業
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
始
め
て

い
ま
す
。
11
月
15
日
に
は
生
物
資
源
産

業
学
部
の
1
年
生
の
授
業
と
合
同
で
小

松
島
市
の
起
業
プ
ラ
ン
検
討
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
1
月
28
日
に
は
、
徳
島
大

学
で
起
業
プ
ラ
ン
の
報
告
を
兼
ね
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
今
後
は
、

学
生
さ
ん
ら
も
参
画
す
る
取
り
組
み
へ

と
の
発
展
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

徳
島
大
学
副
理
事
（
地
域
連
携
担
当
）

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

山
中
英
生
（
や
ま
な
か 

ひ
で
お
）

地域貢献
  

徳
島
大
学
・
徳
島
新
聞
社
・
徳
島
県
信
用
保
証
協
会
連
携
事
業

 
ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ト
エ
コ
ノ
ミ
ー
実
験
、
「
麺
家
れ
も

ん
」
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
地
域
作
業
所
と

の
交
流
）
、
徳
大
生
が
夢
見
る
電
気
鉄

道
「
阿
波
鉄
道
」
展
示
、
徳
大
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が
催
さ
れ
、
約

1
0
0
名
の
学
生
や
地
域
住
民
の
人
た

ち
が
集
ま
り
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

近
々
に
理
工
学
部
を
主
な
交
流
部
局
と

し
て
、
徳
島
大
学
と
大
学
間
交
流
協
定

を
締
結
す
る
予
定
で
す
。
ド
ン
ズ
ー
日

本
語
学
校
は
、
1
9
9
1
年
に
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
で
設
立
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内

で
６
千
人
の
学
生
を
有
す
る
日
本
語
教

育
機
関
で
、
日
本
へ
の
多
数
の
学
生
派

遣
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
徳
島
大
学
と

は
今
年
１
月
に
国
際
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

ダ
ナ
ン
大
学
で
は
、T
ran V

an 

N
am

（
ト
ラ
ン 

ヴ
ァ
ン 

ナ
ム
）
学
長
と
懇

談
を
行
い
、
交
流
協
定
の
早
期
締
結
を

確
認
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

今
後
の
教
育
・
研
究
交
流
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

9
月
18
日

医
学
部
柔
道
部
、
全
医
体
二
連
覇
達
成

　

徳
島
県
立
中
央
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
、
第
50
回
全
日
本
医
科
学
生
体
育
大

会
王
座
決
定
戦
柔
道
競
技
男
子
団
体
戦

で
、
徳
島
大
学
医
学
部
柔
道
部
が
優
勝

し
、
見
事
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

9
月
24
日

第
2
回
徳
島
大
学
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施　

常
三
島
キ
ャ
ン

パ
ス
「
助
任
の

丘
」
で
、
地
域
の

持
続
と
成
長
に
貢

献
す
る
「
場
」
づ

く
り
、
農
林
水
産

╱
6
次
化
╱
食
産

業
等
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
な
ら
び

に
大
学
生
に
対
す

る
食
育
推
進
を
目

的
と
し
た
「
第

2
回
徳
島
大
学

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
１
回
と
同
様
、
米
国
オ

レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
構

内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
モ
デ
ル
と
し
、
前
回
の

実
践
結
果
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
高
度
な

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

指
導
は
、
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
招
聘

し
た
マ
ッ
ト
・
ビ
ボ
ー
氏
。
全
米
初
の

野
外
幼
稚
園
「
地
球
学
校
」
初
代
校
長

で
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
子
ど
も
教
育
研

究
所
代
表
。

　

県
内
の
生
産
農
家
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
17
団
体
15
店
舗
が
出
店
し
、

地
方
創
生
活
動
の
紹
介
╱
販
売
、
ギ
フ

9
月
8
日
～
13
日

野
地
学
長
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

　

野
地
学
長
ほ
か
教
職
員
2
名
が
、
ベ

ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
大
学
と
ド
ン
ズ
ー
日

本
語
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ダ
ナ
ン
大
学
は
ダ
ナ
ン
市
に

1
9
9
4
年
に
設
立
さ
れ
、
工
科
大
学
、

経
済
大
学
、
外
国
語
大
学
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
国
家
・
国
立
の
総
合
大
学
で
、

　

今
大
会
は
徳
島
大
学
、
東
海
大
学
、

愛
媛
大
学
、
群
馬
大
学
の
4
校
で
リ
ー

グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
戦
は
群
馬
大
学
と
の
戦
い
で

し
た
。 

今
大
会
で
は
選
手
が
4
人
と
、

1
人
欠
け
て
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
が
、

非
常
に
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。
ま

ず
先
鋒
戦
で
は
6
年
生
の
中
嶋
選
手
が

出
場
し
ま
し
た
。
勉
強
の
多
忙
な
中
、

休
む
こ
と
な
く
稽
古
に
励
む
中
嶋
選
手

は
、
そ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、
見
事
抑
え
込
み
で
一
本
勝
ち
を
収

め
、
最
後
の
試
合
を
有
終
の
美
で
飾
り

ま
し
た
。
続
く
次
鋒
戦
で
は
荒
川
選
手

が
ま
た
し
て
も
抑
え
込
み
で
一
本
勝
ち

を
決
め
、
中
堅
戦
は
不
戦
勝
、
副
将

戦
で
は
絞
め

技
で
一
本
勝

ち
を
決
め
ま

し
た
。
大
将

戦
で
は
惜
し

く
も
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し

た
が
、
見
事
、

本
大
会
に
て

優
勝
を
収
め

る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
学
生
の
生
活
の
実
際
を
知
る
こ
と
は

興
味
深
い
で
す
。そ
の
よ
う
な
記
事
を
多

く
載
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

2
0
1
6
年
秋
号
で
は
、
マ
イ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
号
外
と
し
て
、

特
定
の
学
生
の
一
日
の
生
活
、
1
か

月
の
生
活
費
な
ど
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
徳
大
生
の
生
活
に
関
わ
る

デ
ー
タ
を
載
せ
ま
し
た
。
『
と
く

talk

』
で
は
、
今
後
も
学
生
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
定
期
的
に
特
集
記
事
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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10
月
29
日
～
30
日

徳
島
大
学
常
三
島
祭
、
蔵
本
祭
を
開
催

　

常
三
島
祭
と
蔵
本
祭
は
、
学
生
同
士

の
つ
な
が
り
や
交
流
を
深
め
、
地
域
の

方
々
に
も
本
学
に
親
し
み
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年

で
常
三
島
祭
は
64
回
目
、
蔵
本
祭
は
32

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

ホテルサンルート徳島
〒770-0834 徳島市元町1丁目5-1
Tel.088-653-8111 / Fax.088-653-9888

シングル ¥7,020~
ツイン ¥12,960~

徳島大学
公式アプリを
公開

大学公式アプリは、iPhoneやiPadから、簡
単に大学情報にアクセスすることができ、受
験生や在学生、保護者や地域の方々にとっ
ても大変便利なツールです。是非ご活用くだ
さい。

iPhone・iPadの場合

Androidの場合

第
18
回
特
別
展
で
は
、
平
成
22
年
7

月
31
日
に
発
足
し
た
総
合
科
学
部
モ

ラ
エ
ス
研
究
会
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の

活
動
報
告
を
兼
ね
た
展
示
会
を
行
い

ま
し
た
。
発
足
し
て
か
ら
6
年
間
の
う

ち
に
実
に
多
彩
な
催
し
物
を
開
催
し

て
お
り
、
と
り
わ
け
地
元
の
人
た
ち
と

一
緒
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
人
モ
ラ
エ

ス
顕
彰
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
創
生

を
図
っ
て

い
る
こ
と

が
よ
く
分

か
っ
た
展

示
会
で
し

た
。
今
後

の
ま
す
ま
す
の
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

第
19
回
特
別
展
で
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
中
、
現
在
の
鳴
門
市
大
麻
町
に
板

東
俘
虜
収
容
所
が
建
設
さ
れ
て
か
ら

今
年
で
ち
ょ
う
ど
百
年
を
迎
え
、
ま
た

そ
の
収
容
所
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
第

九
』
が
ド
イ
ツ
俘
虜
た
ち
に
よ
っ
て
日

本
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
て
か
ら
再
来

年
で
ち
ょ
う
ど
百
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
か
た
ち
で

『
第
九
』
百
年
の
国
際
交
流
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
1
9
1
7
年
に
板
東
俘

虜
収
容
所
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
2
年

10
か
月
の
ド
イ
ツ
俘
虜
た
ち
の
文
化

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
1
9
2
0
年

に
閉
鎖
さ
れ
て
以
降
、
現
在
に
至
る
ま

で
「
板
東
俘
虜
収
容
所
」
あ
る
い
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
第
九
』
を
通
し
て

日
独
間
の
国
際
交
流
が
続
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
現

在
、
鳴
門
市
と
徳
島
県
で
は
板
東
俘
虜

収
容
所
の
「
世
界
記
憶
遺
産
」
へ
の
登

録
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
報
道
等
で
周
知
の
と
お
り
で
す

が
、「
板
東
俘
虜
収
容
所
」
や
『
第
九
』

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
根
底
に
あ
る
ド
イ

ツ
俘
虜
た
ち
の
「
温
か
い
心
」
を
も
語

り
継
い
で
い
く
こ
と
が
現
在
の
私
た

ち
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

展
示
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の

機
会
に
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

  

第
18
回 

特
別
展

 ﹁
モ
ラ
エ
ス
顕
彰
に
よ
る
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

 

展
示
会 

 

平
成
28
年
9
月
26
日（
月
）～
12
月
26
日（
月
）

  

第
19
回 

特
別
展

 ﹁
板
東
俘
虜
収
容
所
﹃
第
九
﹄
百
年
の
国
際
交
流
﹂

  

展
示
会 

開
催
中

  

平
成
29
年
1
月
16
日（
月
）～
2
月
28
日（
火
）

地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
の
振
興
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

両
研
究
部
の
研
究
活
動
や
研
究
内
容
に

つ
い
て
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
、
民
間
企
業
か
ら
の
共
同
研

究
の
シ
ー
ズ
の
提
案
な
ど
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。

10
月
3
日
～
7
日

徳
島
大
学
薬
用
植
物
園
を
一
般
開
放

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
薬
用

植
物
園
一
般
開
放
を
10
月
3
日
か
ら
7

日
の
5
日
間
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
お
よ

そ
4
0
0
名
の
方
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
ら
22
名
は
日
和
佐
中
学
生
、
市

立
高
校
生
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
ら
と
と
も
に
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
漁
師
町
を
廻
り
日
和
佐
町
の

写
真
を
撮
影
し
て
フ
ォ
ト
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

留
学
生
か
ら
は
、
「
大
学
構
内
で
は

で
き
な
い
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」
と

の
声
が
聞
か
れ
、
一
方
、
地
域
の
方
か

ら
は
、
「
祭
り
が
と
て
も
楽
し
い
も
の

に
な
っ
た
、
元
気
が
出
た
、
ま
た
来
年

も
！
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

9
月
27
日

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
6
を
開
催

　

大
学
院
理
工
学
研
究
部
及
び
大
学
院

生
物
資
源
産
業
学
研
究
部
で
は
、
旧
大

学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

部
か
ら
継
承
し
、
本
年
で
16
回
目
と
な

る
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
1
6
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
両
研
究
部
に

お
け
る
共
同
研
究
の
促
進
と
、
そ
の
研

究
成
果
を
広
く
地
域
の
人
々
に
公
開
し
、

今
回
の
開
放
で
は
、
研
修
室
に
て
最
古

の
本
草
書
で
あ
る
神
農
本
草
経
を
紹
介

し
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
収
載
生
薬
や
一
般
公
開
で
は
初
公

開
と
な
る
珍
し
い
キ
ノ
コ
の
標
本
を
展

示
し
、
徳
島
大
学
生
薬
学
分
野
の
柏
田

教
授
、
田
中
准
教
授
、
今
林
技
術
職
員
、

大
学
院
生
、
学
部
生
が
来
園
者
に
説
明

を
し
ま
し
た
。
園
内
の
ハ
ー
ブ
園
で
栽

培
し
た
植
物
か
ら
作
る
フ
レ
ッ
シ
ュ

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
紹
介
を
行
い
、
大
変

好
評
で
し
た
。 

　
10
月
8
日
～
9
日

留
学
生
が
日
和
佐
八
幡
神
社
秋
祭
り
に

参
加

　

と
く
し
ま
異
文
化
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
46

名
（
本
学
及
び
徳
島
県
内
の
高
等
教
育
機
関

の
留
学
生
を
中
心
に
構
成
）
が
、
日
和
佐

八
幡
神
社
秋
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
平
成
25
年
か
ら
27
年
に
採
択

さ
れ
た
文
部
科
学
省
留
学
生
交
流
拠
点

整
備
事
業
を
継
続
し
、
徳
島
（
地
域
）

の
人
と
文
化
を
学
ぶ
活
動
の
一
環
と
し

て
行
う
も
の
で
す
。

　

参
加
者
の
う
ち
、
男
性
24
名
は
少

子
高
齢
化
の
た
め
担
ぎ
手
の
少
な
く

な
っ
た
二
つ
の
町
（
本
町
と
西
新
町
）
の

「
ち
ょ
う
さ
」
と
呼
ば
れ
る
み
こ
し
を

担
い
で
一
日
目
は
町
周
り
を
、
二
日
目

は
「
お
浜
出
（
ち
ょ
う
さ
を
担
い
で
海
に

入
る
）
」
を
応
援
し
ま
し
た
。

常三島祭蔵本祭


	166-8_chiikikoken
	166-9_News

